
小学校第３学年３組 図画工作科学習指導案 
日 時 平成 29年 11 月 10 日（金）13:10～13:55 

場 所 附属小 図工室 

対 象 附属小３年３組 34名（男子 16 名，女子 18 名） 

指導者 中野 和幸 

本授業のキーワード 形や色，材質，用途からの発想 グループでの話合い 「サポートプラン」  

１ 題材名 身近な「あれ」が，大変身！（立体に表す） 

２ 題材の構想 

 (1) 題材と材料について 

本題材は，身近な物の形や色，材質，用途などの特徴を捉え，それらを基に生き物を発想し，画

用紙やプラスチック段ボール，布などを使って，身近な物を発想した生き物に変身させるという立

体に表す題材である。スリッパやほうき，椅子など，家庭や学校の中で普段目にする物が，「もし進

化して生き物に変身したら？」と投げかけることで，児童の想像力や発想力を刺激し，身近な物に

目を向けるとともに，そこから自分が発想した生き物をつくりだす楽しさを味わうことができる題

材である。児童が選ぶ物は，バケツ，傘，靴，ＣＤラジカセ，大型三角定規などが予想され，その

材質はプラスチック，ビニール，布，木，金属と多様である。複数の素材を組み合わせている物も

あるであろう。その物の形や色，材質などを常に意識しながら，材料を選択し加工することができ

るように，プラスチック段ボール，ビニール袋，スズランテープ，画用紙，アルミホイルなど，身

近な物の材質に近く，児童にとって切断や接着がしやすいものを数種類用意する。接着には主に養

生テープを用いる。題材を通して，普段目にする物の形や色，材質，用途を基にして生き物を発想

し，自分のイメージに向かって材料や表し方を工夫しながら立体的に形を構成する力の育成をねら

う。また，イメージした生き物を形づくる際，材料の用い方や加工の仕方など，これまでに身に付

けた力を総合的に働かせることが必要となる。なお，身近な物や材料の特徴を捉えながら表すこと

は，高学年での材料の特徴を生かして立体に表す題材や，中学校美術科において，素材を通した自

己内対話をしながら表す題材に繋がるものである。 

(2) 児童の造形経験と実態について 

本学級の児童は，厚紙や段ボール，ペットボトルなどを材料にした立体に表す造形活動を経験し

ている。表す過程において，材料の特徴や効果を感じ取っている児童は多いが，その特徴や効果を

基に，意識的に表し方を工夫することができる児童は少ない。用具に関しては，はさみや段ボール

カッター，木工用・ペットボトル用接着剤，きり，金づちなどを用いた造形活動を経験し，安全に

使うことができる。本題材で使用する材料や用具を用いた経験はあるが，多様な材料や用具の中か

ら自分の表現に合うものを選択し，使う経験はまだ少ない。発想の傾向としては，材料体験や活動

を通して表したいものを思い付く児童が多い。本題材を通して，物の特徴を基に想像，発想する力

の高まりや，現実の物とイメージとを融合させながら新たな価値をつくりだす児童の姿を期待して

いる。 

(3) 指導の方法について 

児童の「○○したい」という思いが持続するように，活動を展開する。第一次（題材の導入）で

は，身近な物を生き物に変身させることに興味をもつことができるように，身の回りにある多くの

物の見立て遊びを行う。物の形や色などを捉え，別の物に意味付けをする見立て遊びを通して，様々

な見方ができることや，形や色，材質，用途などの特徴を基に，イメージを広げることができるこ

とに気付かせる。その後，生き物づくりへと意識が向くように，ホースを例に，「もし生きていた

ら，どんな生き物になる？」と問いかけ，形や色，材質，用途を基に想像をふくらませて考える活

動を行う。その際，具体的に活動のイメージをもつことができるように，どんな材料でどのように

表したらよいか，表現方法も問いかける。多くの物からイメージしたり，変身させたい物を選んだ

りすることができるように，学校や家庭から，生き物になったら面白そうな物を見付ける時間を設

ける。変身させる物が決まったら，自分が変身させるものの名前や特長，住処，鳴き声などを想像



しながらアイデアスケッチをかく時間を設ける。その際，自分の思いをはっきりさせたり，よりよ

いアイデアを得たりすることができるように，考えたアイデアについて，４，５人のグループで話

し合う時間を設定する。 

第二次（題材の展開）では，自分が選択した身近な物を，発想した生き物に変身させる。自分の

表現に合わせて材料や用具を選択し，表し方を工夫しながら活動することができるように，多様な

材料と用具を用意する。イメージや材質に合わせて材料を選びながら形の構成ができるように，材

料ごとの接合の仕方や，児童が見付けた材料の用い方や表し方の工夫を掲示し，活動のヒントとす

る。また，大まかな形から装飾など細かな表現へと進むように，制作手順を掲示する。生き物のイ

メージをふくらませて具体的にもつことができるように，発想した生き物の体の特徴的な形や顔か

らつくるように伝える。制作する際は，同じ材料を扱う児童同士で，材料の切断や接合の仕方など

を共有することができるように，材料ごとに場を指定する。教師は，個々の活動に応じた評価と指

導を行うために，児童の思考や姿を予想し，支援の具体案を示した「サポートプラン」を基に，児

童のつまづきに対する支援の方法，発想や創造的な技能のヒント，形や色，材質や用途などの造形

要素への意識化・価値付けなどを行う。授業の導入と終末時には，児童が自分の思いを確かめ，活

動の方向性を決めることができるように，活動についてグループで話し合う時間を設ける。活動を

通して見付けたアイデアや，うまくいかず悩んでいる点などをグループで共有しながら，思いを持

続し，活動を進められるようにする。 

第三次（題材の終末）では，「身近な○○変身展覧会」を開く。他の児童や教師も見ることがで

きるように，自分が発想し，表した生き物の解説書をつくり，その生き物がいそうな場所に解説書

とともに展示する。その後，活動の価値について話し合い，身近な物に新たな価値を与えたことや，

見た人に楽しんでもらえたことなどに気付かせ，造形活動のよさを実感させたい。 

３ 題材の目標と題材の評価規準 

(1) 題材の目標 

身近な物の形や色，材質，用途などから発想した生き物を，材料や表し方を工夫しながらつくる

ことを楽しむことができるようにする。 

(2) 題材の評価規準 

ア【造形への関心・意欲・態度】 イ【発想や構想の能力】 ウ【創造的な技能】 エ【鑑賞の能力】 

身近な物の特徴を捉え

て見たり，身近な物の特

徴から発想した生き物

を表したりすることを

楽しもうとしている。 

身近な物の形や色，材

質，用途などから生き物

を発想し，その生き物の

特長や形，展示場所など

を考えている。 

発想した生き物になる

ように，身近な物の形や

色，材質，用途などの特

徴を生かしながら，材料

の用い方や表し方を工

夫している。 

お互いの作品について

話し合いながら，表現の

工夫や作品の面白さな

どを捉えている。 

４ 題材の指導計画（全６時間＋課外） 

次 時 ○主な学習活動 ○教師の働きかけ ◆主な評価規準【観点】 

一 １ ○ 身近な物の見立て

遊びを行う。 

 

○ 見立て遊びを通し

て，見方を変える観

点について考える。 

 

 

○ ホースを見て，ど

んな生き物になるか

考える。 

○ 身の回りにある多くの物を用意し，様々

な見立てができることや，同じ物でもいろ

いろな見立てができることに気付かせる。 

○ 形や色，材質，用途などの特徴を基に見

立てを行うことで，イメージを広げて見た

り，様々な見方ができたりすることに気付

くことができるように，観点を整理し，板

書する。 

○ 具体的なイメージをもつことができるよ

うに，生き物を表すための材料や表現方法

まで問いかける。 

◆ 身近な物の特徴

を基に，見立て遊

びをすることを楽

しもうとしてい

る。 

（活動の様子・発言）     

【造形への関心 

・意欲・態度】 



 ２ ○ 身近な物から，ど

んな生き物になるか

考える。 

 

○ 身近な物の特徴を

基に発想した生き物

のアイデスケッチを

かき，友達とどんな

生き物になるのか話

し合う。 

○ 自分が変身させたい物を決めることがで

きるように，変身させると面白そうなもの

を紹介したり，事前に見つけておくように

伝えたりする。 

○ ホースを例に，１時目に見つけた観点に

加え，特長や住処など，生き物をより具体

的にイメージできるような観点を示す。  

○ イメージが広がるように，グループで話

し合う時間を設ける。 

◆ 身近な物の形や

色，材質，用途など

から生き物を発想

し，その生き物の

特長や形などを考

えている。 

（活動の様子 

・アイデアスケッチ） 

【発想や構想の能力】 

二 ３ 

本

時 

○ アイデアスケッチ

を基に，自分が発想

した生き物になるよ

うに表す。 

 ・中心となる材料 

 ・体の特徴的な形 

 ・顔 

 

○ グループで取組に

ついて話し合う。 

○ 制作手順を示し，中心となる材料を決定

させる。 

○ 「サポートプラン」を基に，児童の活動

を把握し，自分の思いに合わせて材料や用

具を選び，工夫して用いる姿を称賛した

り，具体的な支援を行ったりする。 

○ 材料ごとに分けて場を設定し，造形活動

のヒントとなる掲示物を置く。 

○ 本時の取組やうまくいった点，悩んだ点

をグループで話し合うとともに，次時の活

動で行うことを確認する。 

◆ 発想した生き物

の体や顔になるよ

うに，身近な物の

形や色，材質，用途

などの特徴を生か

しながら，材料の

用い方や表し方を

工夫している。 

（活動の様子・作品 

・ワークシート） 

【創造的な技能】 

 ４ 

 

○ 自分が発想した生

き物になるように表

す。 

 ・大まかな形 

 ・装飾や模様 

 ・細部の形・色 

 ・仕上げ（丈夫さ） 

 

○ グループで取組に

ついて話し合う。 

○ 制作手順に沿ってつくるように促す。 

○ 装飾・細部のこだわりに意識が向くよう

に，児童が見付けた材料の用い方や表し方

の工夫とともに，ヒントとなる掲示物を提

示する。 

○ 移動や展示に耐えられるように，丈夫に

仕上げることを伝える。 

 

○ 表したかった点が表れているかについて

話し合うように伝える。 

◆ 発想した生き物

になるように，身

近な物の形や色，

材質，用途などの

特徴を生かしなが

ら，材料の用い方

や表し方を工夫し

ている。 

（活動の様子・作品 

・ワークシート） 

【創造的な技能】 

５ ○ 作品を仕上げる。 

 

 

○ 「身近な○○変身

展覧会」の準備をす

る。 

・解説書を書く 

・展示場所を決める 

○ 展覧会を行うことを伝え，前時の話合い

を基に，自分が表したい点が表れるように

仕上げを行う時間を設ける。 

○ アイデアスケッチや作品を基に，生き物

の名前や住処，特長などを解説書に書かせ

る。また，校内で迷惑にならないところに

展示するように伝える。 

◆ 自分が発想し，

表した生き物の特

長や，展示場所を

考えている。 

（活動の様子 

・ワークシート） 

【発想や構想の能力】 

三 課

外 

○ 「身近な○○変身

展覧会」を行う。 

○ 自分たちだけでなく，学級外の児童や先

生に鑑賞してもらえるように，一定期間展

示する。 

◆ 展覧会を楽しん

でいる。（活動の様子） 

【造形への関心・意欲・態度】 

６ ○ 「身近な○○変身

展覧会」の鑑賞を行

う。 

 

○ 活動を振り返る。 

 

○ 材料の用い方や表し方，アイデアの面白

さ，場所や生き物の特長の３つの観点を基

に，お互いの作品のよさや面白さを伝え合

う時間を設ける。 

○ 新たな生き物をつくりだした喜びや，見

る人に楽しんでもらえたという発言を取り

上げ，価値付ける。 

◆ お互いの作品に

ついて話し合いな

がら，表現の工夫

や作品の面白さな

どを捉えている。 

（活動の様子 

・ワークシート） 

【鑑賞の能力】 



５ 本時の指導（３／６） 

(1) 本時の指導目標  

自分が発想した生き物になるように，形を表すために中心となる材料を用いて，生き物の体や顔を

つくることができるようにする。 

 (2) 本時の評価規準 

ウ 発想した生き物の体や顔になるように，身近な物の形や色，材質，用途などの特徴を生かしな

がら，材料の用い方や表し方を工夫している。              【創造的な技能】 

 (3) 本時の展開 

学習活動と児童の反応（   ） 
形 
態 教師の働きかけと形成的評価（◆） 

１ 前時を振り返り，本時の見通し

をもつ。       （５分） 

・まずは翼をつけて，全体の形から 

つくろう。その後，顔をつくろう。 

  

 

 

２ 自分が発想した生き物になるよ

うに表す。      （30 分） 

  ・中心となる材料を決める 

  ・体の特徴的な形をつくる 

  ・顔をつくる 

 

・段ボールで大きな翼をつくりたいな。 

・この傘はビニールが中心だから，スズラ

ンテープをひらひらの足にしよう。 

・長靴は柔らかいから，段ボールよりクリ

アファイルを使った方がいいな。 

・色が近いプラスチック段ボールでしっぽ

をつくろう。どれくらいの大きさにしよう

かな。 

・目玉をつけたら，イメージが沸いてきた

ぞ。大体形ができてきたぞ。 

・つのを金属みたいに光っているようにし

たいから，段ボールで形をつくって，その

後アルミホイルを巻き付けよう。 

・養生テープで貼るだけだと下がってくる

から，支えも必要だな。 

 

 

３ 本時の活動を振り返り，次時の

見通しをもつ。    （10 分） 

 ・選んだ物に合った材料を使って，思った

通りの体や顔をつくることができたよ。 

・元の物が見えなくなった。やりすぎたか 

ら，バランスを考えたいな。 

斉 

 

 

 

 

 

 

個 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グ 

 

 

 

 

 

グ 

 

 

 

斉 

 

1-(1) 活動の見通しをもつことができるように，制作

手順を示す。 

1-(2) どんな材料でどこからつくり始めるか考えられ

るように，ホースを例に全体で考えた後，アイデアス

ケッチを基に考える時間を設ける。 

 

 

2-(1) 「サポートプラン」を基に，児童の活動を把握し，

自分の思いに合わせて材料や用具を選び，工夫して用

いる姿を称賛したり，具体的な支援を行ったりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-(2) 自分が選んだ身近な物の特徴を生かして材料を

用いているか，確かめるように声をかける。 

2-(3) 同じ材料を用いる児童同士で切断や接合の仕方

を交流することができるように，材料ごとに分けて場

を設定し，ヒントとなる掲示物を置く。 

2-(4) 生き物の顔を表し，イメージを具体的にもつこと

ができるように，目玉シールを用いて目や顔の位置，

表情などを決めるように促す。 

3-(1) 活動を振り返り，次時の活動の方向付けをするこ

とができるように，材料の選択，大まかな形，顔につ

いて,うまくいった点，悩んでいる点をグループで話

し合う時間を設ける。 

3-(2) ワークシートに記述させた後，具体的な活動を記

述している児童に発表させる。 

◆ アイデアスケッチを基に，身近な物の特徴やイメージ 

に合った材料を選んで表そうとしているか。 

（活動の様子・作品）       【創造的な技能】 

Ａ アイデアスケッチを基に，身近な物の特徴やイメー

ジに合った材料を選んで表すとともに，体の特徴的な

形や顔を具体的に表している。 

Ｂ アイデアスケッチを基に，身近な物の特徴やイメー

ジに合った材料を選んで，表している。 

→ より具体的なイメージをもって表すことができる

ように，形や色，大きさを尋ねたり，材料の切断や接

合の仕方を伝えたりする。 

Ｃ 材料を選んだ根拠をもたずに，表している。 

 → アイデアスケッチを基に，変身させる物の形や色，

材質などを確認したり，他の材料を紹介したりする。 

考えた生き物の体や顔を，材料や表し方を工夫して表そう 

 



３年 題材名「身近な『あれ』が，大変身！」のサポートプラン 

☆育成を目指す資質・能力☆ 

物の形や色，材質，用途から発想し，自分のイメージに向かって材料や表し方を工夫しながら立体的に形を構成する力（創造的思考力） 
    …児童の思考や姿（◎は全員に持たせたい思いや姿） （    ）…教師の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1            2           3          4           5      ６（時間） 

・もっと工夫 

できないかな 

・いろいろな見方が 

できて楽しいね。 

・何を変身 

させようかな 

・顔ができて 

きたぞ 

すてきだな 
・イメージに合った

材料を使えたよ。 

・丸い形を 

生かしたいな ・どうやって 

つなごうかな 

・うまくいかない

な 

・元の物が分

からなくな

ったぞ 

 

・友達はどんなものを

つくっているのかな ・他にどんな特

徴があるかな。 

・僕の考えた生き物を 

つくりだせたぞ。 

いろんな表し方があ

って面白かったな。 

・いろいろな物に触れながら，

形や色などの面白さを感じる

ものを選ぶように伝える。 

・何か形づくったり手を動かしたりしてい

る場合は，様子を見守る。 

・一緒に掲示物や友達の活動を見にいく。 

・アイデアスケッチ等か

ら，材料や表し方を確認

する。 

・物のどこから発想した

のかを問い，それを生か

せるよう意識付ける。 

主な言葉かけ 
・活動を認める+観点の意識化 
「面白い表し方だね」 

 「この材料のいいところは？」 
・イメージを聞き出す 
 「どんな生き物になる？」 
「これからどうなる？」 

・提案や方向付け 
 「他の方法はどうかな」 
 「材料を変えて見たら 

どうかな」 

 

・時間があれ

ば，別のもので

新たな生き物を

発想してつくる

よう促す。 

・同じ物でも 

違って見えるね 

・見立て遊び， 

面白そうだな 

・目玉を付けると， 

生きているみたい。 

箒の向きを変える 

と髪の毛みたい 

・あまり思い

付かないな 

これは何に 

見えるかな 

 

・形や色， 

動きから 

考えてみよう 

・何に見立て

たかだけでな

く，その理由も

問い，観点とし

て整理する。 

・見方の違い

に気付くよう

に，同じ物で多

様な見方が出

たものを取り

上げる。 

・自分で見つけて， 

進化させるぞ 

・物の形や色から，

進化した生き物

を考えたぞ。 

・アイデアスケッ

チがかけたぞ。 

楽しみだな 

・イメージが具体的になる

ように，特徴的な部位や顔か

らつくるように促す。 

・表し方について，工夫の見

られる児童の方法を取り上

げたり次時の掲示に用いた

りして広げる。 

・身の回りの物

に目を向けるよ

うに，日用品等を

紹介したり，一緒

に探したりする。 

・物の形や色，材

質等を捉えられる

ように，観点によ

る分析の後，アイ

デアスケッチをか

くように促す。全

体で考えながら例

示する。 

・すてきにしたいな 

・どうしたら丈夫に 

なるかな 

・イメージした 

生き物ができたぞ 

・材料や表し方と生き物とを関連し

て見ることができるように，材料，

発想，特長の３観点を示す。 

・多様な表現に気付いている児童の

発言を取り上げ，価値付ける。 

・生き物の特長を考

え，それが表せない

か問いかける。 

・どんなことを

する生き物かな 

・下から見て 

ほしいから， 

上に置こう 

・どの材料で 

表そうかな 

・細かいところ

も表したいな 

・他にも 

つくりたいな 

どこに置こうかな 

・みんなに見て

もらいたいな 

・材料が生き物 

とあっているな 

・置いて見ると 

面白いね 

・補強している児童の

作品を紹介する。 


